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私が選んだ市町村ホームページ埼玉県熊谷市、群馬県渋川市、長野県飯田市。

学籍番号：９８０１２２Ｘ  澤田 勝弘

埼玉県（熊谷市）http://www.city.kumagaya.saitama.jp/

熊谷市は埼玉県の北西部、都心から６４ｋｍに位置し中山道の宿場として栄えました。江戸時代から交通の要衝として知られ、明治16年に上野・熊谷間に鉄道が開通したことから、一層の発展を見ることになりました。
現在でも、上越新幹線、ＪＲ高崎線、秩父鉄道の３線と、国道17号(旧中山道）をはじめ、125号、140号、407号の国道４線が市内を走り、県北の交通拠点となっています。 
人口 総数        １５６，４２９人(県内第 １１ 位 ）
     男            ７８，７２２人
     女            ７７，７０７人 

商業
大宮・川越等、県内 ８ヶ所の広域型商圏都市の内のひとつであり、県北の商業の中心地である。
歴史
熊谷次郎直実：永治元年（１１４１） 生まれの武将、「一の谷の戦い」                              で平敦盛を討ち取り、後に仏門にはいる。
宿場町：江戸時代は中山道の宿場町として栄えた。 

熊谷県：明治6年～明治9年にかけて熊谷に県庁が置かれ、「熊谷県」が存在した。

感想：

簡単な感想としては、熊谷市の場合行政が、市民に対して分かり易さの向上、例えば、いざという時の対処の仕方や、ネット上で募集の告知や講座、催しなどの宣伝に努めている点などが特徴的だった。

また、ラグビーの町であるということを全面的にアピールしていて、いつ、何の試合があるか、元日本代表選手のラグビー講座など、東京などからの観光客などの受け入れに積極的である点も見られた。http://www.city.kumagaya.saitama.jp/rugby-joho/top-page/title-1.JPG  
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 公式試合風景 

他の市町村との相違点：

自ら、ラグビーの町と宣伝しているだけあって、ラグビーを通じて、町の活性化を進めるという、スポーツを町の発展材料にしようとしている行政側の試みが良く感じられる。また、Ｔａｇ Ｒａｇｂｙという、独自のルールを定め、定期的に子供たちを対象にラグビー教室を開催するなど他の市町村とは、良い意味で差別化を図っている。事実、その影響か熊谷市内の中学や、高校のラグビーチームは、県内や、全国的においても高い実績をあげている。

Ｔａｇ Ｒａｇｂｙ： 
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  試合風景

行政サービスについて：

熊谷市では、行政サービスの一環として、毎月小中学生を対象に市のプラネタリウム館の職員が、天体教室を設けている。また、すべての人を対象に天体観望会を設け、天文学に詳しい市の職員が無料でその月の星座の位置や、星座にまつわる神話などを詳細に教えている。

以下は、市のプラネタリウム観望教室において撮影された、アンドロメダ星雲及び、獅子座流星群の天体写真である。専門的な望遠レンズを使用するため、一般の望遠鏡では、不可能な写真を見ることが出来る。
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獅子座流星群 

熊谷市の現状：
現在の熊谷市の主な行政活動の中で、最も力を注いでいると思われるのは、来るべき2004年に行われる埼玉国体へのＰＲ及び市民あるいは、県民に対する国体開催の告知である。埼玉国体において熊谷市は開、閉会式会場、陸上、ラグビーなどの主要会場となっているため、国体開催成功にかける熱意は、他の市町村に比べ大きいものである。それにより、スポーツと市民との共存を掲げ、住みやすい郷里熊谷を全国的にアピールする試みである。

 その他の市町村のホームぺージ： 

浦和市：http://www.city.urawa.saitama.jp/
（かなり詳細に市民と行政とのコミュニケーションがとれているものになっている。内容の充実度はかなり高い。特に、大宮市、与野市との３市合併問題についての方向性など行政側の理解を市民に求めている態度が感じられた。）

所沢市：http://www.city.tokorozawa.saitama.jp/
（浦和市同様、所沢市もビジュアルの美しさ、内容の充実度など目立っている。環境問題について熱心。）

秩父市：http://www.city.chichibu.saitama.jp/ 

（秩父市は、埼玉県のホームページの中でも、観光にばかり力を注いでいる代表的な例。当市の立地条件が影響しているのか？ただ、ネット上で、買い物が楽しめる特産物販売など、他の市町村との差別化を図ろうとしているのが分かった。）

その他：

長瀞町、白岡町、春日部市、栗橋町など、市町村でのホームページが掲載されていない自治体もあった。埼玉県は市の数が多く、町など、比較的小規模な自治体は、ホームページを作る気がないのではと思われるほど、ホームページを持っている自治体は少なかった。これに対し、県内主要都市や、規模が大きい自治体は、ただホームページを作るだけでなく他との差別化を図ろうとしていて、熊谷市はラグビーのように、特徴的なものを持っている自治体もあった。


群馬県（渋川市）  http://www.city.shibukawa.gunma.jp/  

渋川市の基本理念： 

渋川市の基本理念は、恵まれた自然の中で市民の自立とふれあいのもとに、自然と人々が共生する活力ある交流文化都市である。

渋川市の位置：

（東経 139°00′北緯36°29′）渋川市は、日本列島のほぼ中央に位置しています。
昭和58年に決定した「日本のまんなか緑の渋川」は、本市の特徴をとらえたキャッチフレーズです。また、翌59年には、「日本のまんなかへそのまち」を全国に向けて宣言しました。
渋川市のおいたち：
明治22年に12の村々が合併し、それぞれ、渋川町、金島村、古巻村、豊秋村が成立。昭和29年にはその１町３村が合併して渋川市が誕生しました。現在の本市の人口は48,536人（平成１０年
９月末日現在) で、合併時より約１万人増えています。

渋川市の行政活動：http://www.city.shibukawa.gunma.jp/aramasi/aprproje.html
上越新幹線川島地区新駅予定地周辺の計画的開発整備：
渋川市では、21世紀の県北部地域の発展のために、新幹線の新駅設置が大きな役割を果たすとして運動を進めてきました。
中心市街地、シティゲートゾーンに次ぐ本市の新たな核として、サービス業などの企業立地の促進や住宅開発整備などの検討を近隣町村と連携して進めます。

全国へそのまち協議会設立の趣旨と経過：
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：全国へそのまち分布図

　渋川市と同様に、へそのまちを表明し、個性的な地域づくりに取り組んでいる市町村が全国にあります。これらの市町村間で親善と交流を通じ、互いに連携し活力と魅力ある地域づくりを進めようという趣旨で、平成９年８月に、渋川市、北海道富良野市、兵庫県西脇市、熊本県蘇陽町の４市町が発起人となり、全国の市町村に協議会への参加を呼びかけました。
　この呼びかけに、全国１４市町村が賛同し、同年１１月７日全国へそのまち協議会が設立されました。
全国へそのまち協議会の主な事業：                
・全国へそのまちサミットの実施                  
・へそ（中心地）を活かした地域づくりの情報発信
· 産業、文化、教育、スポーツ等の交流事業の実施

· 地域課題の調査研究の実施、等を行っている 

渋川市の行政サービス：

・歳時記

http://www.city.shibukawa.gunma.jp/aramasi/aprsaiji.html#anchor68902
渋川市のホームページ上で目に付いたのが歳時記と呼ばれる渋川市で一年を通して行われている祭りや催し物などの行事の紹介であった。これは、違う見方をするならば一般の市民以外の人々への観光案内的要素も感じられるが、場所や写真を掲載することで、市民にも積極的に参加してもらおうという行政のアピールが感じられた。
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 初市（だるま市）

この他、自然ネットワーク http://www.city.shibukawa.gunma.jp/network/ntop.html と呼ばれる自然についてのあらゆる情報を市民から募集し、自然破壊を行政と市民が一体になって守っていこうという試みである。このページには1998年分と1999年分とがあり、まだ量は少ないが、内容は、例えば○月○日に、○○公園や、神社、学校などで、花のツボミを発見した。などの記録が残っていて、植物好きでなくとも目がとまるようになっている。

感想：
感想としては、ホームページ上に、生活百科という項目を設け、市民の行政に対する質問（市税、転出、届出…）や、市内バスの循環時刻など、市民にとって必要不可欠な交通の便情報なども発表してあった。この他、市民や観光客に対して、市民マップや自然ネットワークと呼ばれる紅葉や自然情報を随時流していて、初めての人でもどこに行けば渋川の自然に触れ合えるのかが、分かる内容となっている。また、休日当番医制度なるものをそれぞれ、内科、外科、耳鼻科、歯科と設け、もし休日に病気や事故が発生した場合、今月の当番医の病院や個人医院を詳細に表している。これにより、市民にもしもの時に混乱しないように配慮している。これは、渋川市の地理的状況を配慮すると、近隣の前橋市や高崎市にいくのに、電車本数が少ないことや車を使うと時間がかかることなどを考慮した措置であるのだろうか？

その他の市町村のホームページ：

桐生市：http://www.city.kiryu.gunma.jp/
渋川市同様かなり見やすい内容だと思うが、その町独自の特集などがないように思える。ただ、感心だったのは西暦2000年問題に非常に力を注いでいて、当日の対応や行政が行う措置などが細かく表されていたことだ。また、ホームページ作成の様子などを積極的に掲載することで、開かれた行政を目指している意志が伝わった。

高崎市：http://www.city.takasaki.gunma.jp/
高崎市のホームページで特徴的なのは、たかさき女性通信と呼ばれる女性のためのコーナーが設けられていることである。これは、女性の就職難などへの対応など、様々な情報が公開されている。また、前橋・高崎を中心とした群馬県央地域の情報もあり、北関東の中心となり、東京との交流を目指した計画をも知る事ができる。  

太田市：http://www.city.ota.gunma.jp/
太田市は、まんが太田の歴史や、ふじ丸クルーズ通信などの様々な試みを行っており、見ごたえがあるように思う。他の市町村に比べ教育に力を注いでいるのがわかった。クイズコーナーなども充実。ただ、行政の情報公開などに関しては、劣っているところもある。

鬼石町：http://www.town.onishi.gunma.jp/b001.html
この町では、国の天然記念物に指定されている冬桜のことを中心に行政問題や市民情報など小さい町ながらとても充実している内容。冬桜の写真多し。

その他：

群馬県の市町村のホームページの特徴として、その多くが観光情報（草津町、嬬恋など）を流しているだけのものや、群馬は温泉が多いらしく、各自治体から近隣の温泉郷までのアクセスの仕方、あるいは、名物料理など、行政とはほとんど関係ない情報が流れているのが特徴的であった。また、県庁所在地の前橋市が自治体としてのホームページを持っていないことはショックだった。また、ほとんどの市町村で公式ホームページが掲載されていないのも、ショックであった。


長野県（飯田市）http://www.city.iida.nagano.jp/
飯田市の概要： 

飯田市は、日本のほぼ中央に位置し、長野の最南端、いわゆる伊那谷における中心都市である。人口は約１０万６千人、天竜川両岸に広がる面積は約３２５平方キロメール。 東に南アルプスと伊那山脈、西に中央アルプスがそびえ、山すそは扇状地と段丘が広がり 、豊かな自然と優れた景観、四季に富んだ暮らしやすい気候に恵まれている。

飯田市の行政活動：

ごみダイエット計画：http://www.city.iida.nagano.jp/kankyo/gomi/index.htm
飯田市では、行政の提案により、大量廃棄を行っている人とごみの減量に努めている人との格差を無くすためにまた、市民すべてが同じように｢ごみ処理費用｣を消費生活の中に意識するためにも、｢ごみをより多く出す方が、より多くを負担する｣という原則に立って、｢ごみ処理費用負担制度｣を平成11年12月１日より導入し、より一層ごみの減量、リサイクルを推進している。

エコタウン化計画：http://www.valley.ne.jp/~eco/izind.html
飯田市は「環境文化都市」の実現をめざして、環境との調和を進めるまちづくりに取り組んでいて、中でも「天竜峡エコバレープロジェクト」は、「環境文化都市」のモデルゾーンとして、環境と調和する産業と交流の拠点の創造をめざしている。

「エコタウン推進ネットワーク」は天竜峡エコバレープロジェクトの実現に向けて、地域内外から「人･もの・知恵･情報」などを収集し、環境との調和を進める新しいまちづくりなどについて話し合いながら、その活動や人のつながりの中から環境調和型産業の創造などを進めていこうとする集まりである。

飯田市のイベント・特別企画：

飯田市のイベントとして、ミス飯田りんご娘コンテスト（飯田市観光協会主催：この、ミス飯田りんご娘コンテストは、ネット上から直接投票でき、飯田市民でなくとも、楽しめる。）や、市内の中学生によって始められた、飯田りんご並木などがある。また、農林業農村体験学習など、積極的に飯田市をアピールしている。

http://www.city.iida.nagano.jp/musume99/index.htm
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  飯田りんご娘コンテスト

飯田りんご並木計画：http://www.city.iida.nagano.jp/namiki/main.html
飯田のりんご並木は、かつての「飯田の大火」の復興過程で当時の飯田市立飯田東中学校の生徒達の提案により生まれ、今日まで営々と町のシンボルとして、彼らの手で守られ、育てられてきた。また並木通りは、大火の教訓から町の防火帯としても機能するように考慮されている。
飯田市中心街には二本の防火帯道路が街の中心で交差し、町が４分割になるように整備されていて、万が一の大火災時には火災発生元の四分の一の町の焼失でくい止め、それ以上の延焼を防ぐ為である。元来りんご並木は並木通りとして作られたのではなく、この防火帯道路のまん中に作られた緑地帯に後から植えられたものである。
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現在のりんご並木

飯田市の行政サービス：
飯田市気象情報：長野県やその近隣の県では、珍しくないのか、定期的に、気象情報を流している。その他、報道機関として、各種新聞などから情報を得ることができる。そうして、東京との情報伝達の格差を解消しようと試みているのだろうか。

飯田市の交流：

飯田市では、交流広場と題した市民に対して、飯田電子郵便局や、飯田青少年ホームなどの、催しなどを気軽に見ることが出来るようなページも設けている。ここでは、郵便局主催の人形劇の様子や、青少年ホーム主催のボウリング大会の様子などが詳細に記録されており、開かれた飯田市というものを全面にアピールしている。

交流広場http://www.city.iida.nagano.jp/conv.htm
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青少年ホーム主催ボーリング大会

感想： 

感想としては、飯田市は、その恵まれた自然景観を維持していくために市民と行政が一体となり、様々な努力を徹底しているということである。その一つに、飯田りんご並木計画があり、これは、大火の経験から美しい街の景観を守るために、道の中央にりんご並木を敷き、火災の際の防火対策としても、役立っている。この市民と行政の活動に対して、過去に吉川英治文化賞や、内閣総理大臣賞などを受賞している。この他行政改革として、積極的に行政側の情報を公開したりネット上において、市民からインターネットの歌などを募集したり、農村体験交流ページを設けて、農村への理解を求めたり、今年の飯田重大ニュースを発表したりなど、とにかく市民と行政の交流をとても大切にしている自治体であると思った。

その他の市町村のホームページ：

小諸市：http://www.city.komoro.nagano.jp/index.html
比較的観光情報にばかり力を注いでいる、長野県の市町村ホームページの中で、まあ他に比べて少しは見ごたえがあるホームページである。特徴的なのは、島崎藤村が小諸に住んでいた際の、藤村記念館がある、懐古園を、ヴァーチャル体験できるコーナーなど。藤村ファンならずともうれしいページである。

佐久市：http://www.avis.ne.jp/~sakucity/index.html
佐久市のホームページで面白いと思ったのは、別荘地の分譲をネットで行っていることである。

· http://www.avis.ne.jp/~sakucity/bessou.htm 写真付き、駅からの時間など細かく掲載されてあり、別荘を欲しいと思う人にとっては、うってつけであると思う。全国の市の中で、平均日本一の長寿としである佐久市の紹介、高齢者などが食べている珍味の紹介、また行政機関の発展にも力を注いでおり、とても見ごたえのあるホームページとなっている。

真田町：http://www.town.sanada.nagano.jp/
真田町は、真田十勇士で有名な真田氏の発祥の町であり、特徴的なのはこの町には名人と呼ばれる人が多く住んでおり、その名人が教えられることの一覧表が掲載されており、町民はこれを見て、自分の興味がある物を、その道の名人に教わることができる。 

長野市：http://www.city.nagano.nagano.jp/
オリンピックの興奮が残る長野市のホームページは、やはり、大都市にふさわしいかなり詳細な内容になっているのだが、全体的にみると、やや一般的すぎると思った。ただ、2003年町作りプランとして、市民と行政が一体となり、さらにより住みやすい町、長野市をつくっていこうとする計画があり、かなり期待できる内容となっている。

南箕輪村：http://www.valley.ne.jp/~vilm-m/
小さい村ながら積極的に行政活動を行っている。特に、この季節積雪量が多いのか、除雪情報に力を注いでいる。また、他の町村のように、観光情報ばかりを流すのではなく、行政の活動を村民に伝えようとしているように努めている。 

その他：

長野県の市町村のホームページで目立ったのは、長野というお国柄からか、観光情報や、温泉情報に積極的に力を注いでいるあまり、肝心の市民に対する行政サービスに関する情報を怠っているという現実があった。特に、軽井沢町や、白馬などでは、その傾向が見られた。 

この他、松本市など、長野県の中心都市の一つである自治体のホームページにも期待したのだが、あまりにも事務的で、かえってがっかりさせられた。通してみると、何か他とは差別化を図るか、あるいは、その町の歴史文化に力を注ぐなどした市町村のホームページは、内容も充実していて面白いのだが、そうでない所は皆同じような内容であることが分かった。

